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お知らせ
I 今回は 27件の課題提出がありました．

T2SCHOLAにてフィードバックしています．

I 来週 1月 27日に定期試験の予告を行います．
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質問から
Q: ワインガルテン行列 A の対角化可能性について．
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質問から
Q: 平面曲線のアナロジーとして，曲面を球面で近似で
きないか．
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質問から
Q: 曲面上の曲線の加速度ベクトルの，曲面の法線方向
の成分の（符号付き）大きさが法曲率だが，接方向
の成分は意味があるのか．
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質問から
Q: ガウス曲率・平均曲率が発散することはありますか．
Q: ガウス曲率は平均曲率が発散することはあります
か？ 特異点に近づくときに発散したりするのでしょ
うか？

A: 正則曲面では発散しない．なぜなら well-defined だ
から．特異点ではどうか，
p(u, v) =

t
(au2 + v2, bv2 + v3, u)（a, b は定数）で確

かめてみよう．
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質問から
Q: 主曲率でガウス曲率と平均曲率を表せるので，主曲
率のみ定義してもよいのではないかと思いました．
後半 2つも定義しているのはどうしてでしょうか．

A: 主曲率の積，和が特別な性質を持っている．
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